
関
野
た
か
し
議

員
は
、
小
田
原
梅

の
凍
霜
害
へ
の
市

の
対
策
を
質
問
し

ま
し
た
。
去
る
３

月
29
日
の
夜
半
か

ら
30
日
未
明
に
か
け
て
凍
霜
害
が
発
生
し
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
。

梅
栽
培
農
家
が
大
打
撃
を
受
け
、
梅
の
加
工
業

者
、
商
業
者
等
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

日
本
共
産
党
は
次
の
よ
う
な
緊
急
対
策
に
つ
い
て

市
長
に
申
し
入
れ
た
。
●
被
害
実
態
を
正
確
に
把

握
。
●
生
活
資
金
に
対
す
る
融
資
や
利
子
補
給
。

●
農
薬
や
肥
料
の
購
入
援
助
。
●
十
郎
ブ
ラ
ン
ド

の
研
究
を
継
続
。
小
田
原
市
と
し
て
と
ら
れ
た
対

策
と
今
後
の
対
応
を
質
問
し
ま
し
た
。

【
市
長
】
６
月
28
日
の
Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
に
よ

る
と
梅
干
用
品
種
は
平
年
の
約
30
％
の
88
ト
ン
と

報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
同
Ｊ
Ａ
は

「
農
産
物
災
害
助
成
資
金
融
資
要

項
」
を
作
成
し
、
資
金
を
貸
し
付

け
る
。
凍
霜
害
の
被
害
は
甚
大
で

あ
る
か
ら
、
関
係
機
関
と
共
に
適

切
な
対
応
を
し
た
い
。

小
田
急
線
の
飯
田
岡
の
富
水
５
号
踏
切
、
富
水

駅
南
側
の
富
水
１
号
踏
切
の
拡
幅
安
全
対
策
、
そ

し
て
御
殿
場
線
の
下
曾
我
駅
そ
ば
の
殿
沢
踏
切
、

ま
た
上
曽
我
の
町
田
踏
切
の
拡
幅
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
ま
た
、
再
質
問
で
栢
山
駅
側
踏
切
の

歩
道
カ
ラ
ー
化
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

【
市
長
】
富
水
５
号
踏
切
は
、
小
田
急
か
ら
踏
切

前
後
の
道
路
拡
幅
を
条
件
に
、
踏
切
の
拡
幅
が
可

能
と
回
答
を
得
て
い
る
が
時
期
を
捉
え
て
、
鉄
道

側
と
の
協
議
を
進
め
る
。
御
殿
場
線
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
踏
切
拡
幅
に
対
し
て
は
、
近
隣
踏

切
の
除
却
を
強
く
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
地
元

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
。
今
後
も
、
粘
り

強
く
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

原
田
敏
司
議
員
は
、

平
成
23
年
度
に
廃
園

さ
れ
る
国
立
印
刷
局

「
お
お
と
り
保
育
園
」

の
存
続
を
求
め
質
問
。

地
域
の
大
切
な
保
育
園
で
あ
る
国
立
印
刷
局
「
お

お
と
り
保
育
園
」
が
、
平
成
18
年
度
に
「
平
成
23

年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
」
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
。

以
来
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
市
が
「
お
お
と

り
保
育
園
」
を
引
き
取
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
当

初
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
改
定
に
よ
り
、

国
立
印
刷
局
側
の
交
渉
の
窓
口
が
は
っ
き
り
し
な

か
っ
た
が
、
今
は
窓
口
が
定

ま
り
交
渉
の
糸
口
が
つ
か
め

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

「
お
お
と
り
保
育
園
」
の
廃

園
は
市
の
保
育
行
政
の
根
幹

に
関
わ
る
問
題
で
、
市
が
引

き
継
ぐ
こ
と
に
よ
り
待
機
児

童
解
消
に
明
る
い
見
通
し
が

出
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
質
し
ま
し
た
。

次
に
、
富
士
見
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
抜
本
的
改
善
を
求
め
質
問
。
富
士
見
小
学
校
は

空
き
教
室
が
無
い
た
め
、
市
内
で
唯
一
民
間
住
宅

を
借
り
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
て
い
る
。

学
校
か
ら
遠
い
の
で
児
童
の
交
通
事
故
の
心
配
や

部
屋
が
狭
く
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
い
な
ど
問
題
が

多
く
、
以
前
か
ら
移
転
も
含
め
抜
本
的
な
改
善
を

求
め
る
声
が
あ
っ
た
。
一
昨
年
、
富
士
見
小
学
校

の
隣
の
元
県
有
地
に
民
間
事
業
者
が
有
料
老
人
ホ
ー

ム
を
造
り
、
そ
の
中
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設

置
す
る
計
画
が
浮
上
し
た
。
地
元
住
民
は
大
い
に

期
待
し
た
が
、
い
っ
こ
う
に
工
事
が
始
ま
ら
な
い
。

老
人
ホ
ー
ム
の
計
画
は
取
り
止
め
に
な
っ
た
の
か
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
富
士
見
小
学
校
に
空
き
教
室

が
無
い
こ
と
か
ら
、
隣
の
元
県
有
地
の
一
部
を
市

が
買
い
取
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
専
用
の
施
設

を
造
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
質

し
ま
し
た
。

最
後
に
、
小
田
原
市
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
関
連
し
、
下

菊
川
下
流
の
区
域
の
よ
う
に
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
５
メ
ー
ト
ル

も
冠
水
す
る
と
さ
れ
た
地
区
は
、

毎
年
の
よ
う
に
水
害
に
脅
か
さ

れ
て
い
る
。
50
年
や
百
年
に
１

回
の
洪
水
を
防
ぐ
こ
と
は
難
し

い
が
、
毎
年
の
よ
う
に
水
害
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
防

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う

し
た
地
区
の
水
害
対
策
の
研
究
・

検
討
を
本
格
的
に
開
始
す
べ
き

で
は
な
い
か
、
と
質
し
ま
し
た
。

【
市
長
】
国
立
印
刷
局
側
の
窓

口
も
定
ま
り
、
責
任
あ
る
立
場

の
人
と
交
渉
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
市
が
「
お
お
と
り
保
育
園
」

を
継
承
で
き
れ
ば
、
待
機
児
童

解
消
に
つ
な
が
る
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
見
通
し
は
な
い
が
、

富
士
見
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
問
題
解
決
に
向

け
取
り
組
ん
で
行
く
。
水
害
対
策
は
堤
防
の
改
修

な
ど
進
め
て
い
る
。

田
中
利
恵
子
議

員
は
、
生
活
保
護

世
帯
数
は
今
年
に

な
り
過
去
最
多
の

１
３
４
万
世
帯
と

な
り
本
市
で
も
４

月
１
日
時
点
で
近
年
最
多
の
１
７
６
５
世
帯
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
要
因
は
非
正
規
雇
用
の
増
大
、
派

遣
切
り
と
い
っ
た
雇
用
不
安
、
貧
困
格
差
の
広
が

り
な
ど
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
述
べ
、
市
民

の
く
ら
し
の
実
態
に
つ
い
て
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

ま
た
、
増
え
る
被
保
護
世
帯
に
全
国
の
自
治
体

は
財
政
が
圧
迫
し
て
き
て
い
る
。

本
を
正
せ
ば
生
活
保
護
行
政
は
国

の
事
業
で
あ
る
た
め
本
来
全
額
国

が
負
担
す
べ
き
。
廃
止
し
た
老
齢

加
算
の
復
活
も
合
わ
せ
必
要
な
予
算
は
国
に
求
め

て
い
く
べ
き
な
ど
と
強
調
し
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
本
市
で
は
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
被
保

護
世
帯
数
80
世
帯
に
一
人
の
割
り
当
て
と
な
る
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
人
数
が
４
名
も
不
足
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
被
保
護
世
帯
へ
の
就
労
・
自
立
促
進
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
職
員
の
過
重
負
担

と
な
る
。
何
よ
り
も
法
を
遵
守
す
べ
き
な
ど
と
指

摘
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
置
か
れ
て
い
る
実
態
の

認
識
と
不
足
す
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
早
急
に
増

や
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

次
に
田
中
議
員
は
高
齢
者
保
養
費
に
つ
い
て
、

こ
の
事
業
は
60
歳
以
上
の
高
齢
者
が
４
人
集
ま
り
、

市
が
提
携
し
て
い
る
宿
泊
施
設
を
利
用
す
れ
ば
７

千
円
で
宿
泊
で
き
る
。
し
か
も
65
歳
以
上
は
千
円

割
引
と
な
る
た
め
高
齢
者
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
る

と
強
調
。
し
か
し
市
は
昨
年
本
市
が
行
っ
た
事
業

仕
分
け
で
、
こ
の
事
業
が
「
不
要
」
と
な
っ
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
後
利
用
者
が
減
っ
て
い
る

な
ど
の
理
由
で
今
年
度
い
っ
ぱ
い
で
廃
止
す
る
と

し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
高
齢
者
の
楽
し
み
を
奪
う

こ
と
に
な
り
、
け
っ
し
て
そ
う
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
継
続
す
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。
ま
た
利
用
者

の
多
い
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
者
に
聞
き
取
り
を
行
っ

た
結
果
、
「
絶
対
に
廃
止
し
な
い
で
ほ
し
い
」
と

い
う
声
が
圧
倒
的
に
占
め
て
い
る
と
紹
介
し
、
事

業
の
検
証
・
検
討
を
行
い
重
ね
て
継
続
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

【
市
長
】
生
活
保
護
世
帯
の
増
加
で
市
民
生
活
は

非
常
に
厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。
必
要
が
あ
れ

ば
全
国
市
長
会
等
通
じ
国
に
制
度
改
正
な
ど
を
要

請
し
て
い
く
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
負
担
軽
減
や

適
正
な
保
護
実
施
を
図
る
た
め
検
討
し
て
い
く
。

事
業
の
優
先
順
位
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

田中りえ子議員 原田としじ議員

２０１０年８月 １７５号

議会活動報告紙
日本共産党小田原市議団

小田原市荻窪３００番地
日本共産党小田原市議団ホームページ

http://jcpodawara.kun.jp/

関野たかし議員

おおとり保育園



７月27日、日本共産党小田原市議団（関野隆司、

原田敏司、田中利恵子各議員）と田村智子参議院

議員、畑野君枝県副委員長は小田原市を訪れ懇談、

地方政治からみた国政の問題点や要望などについ

て意見を交換しまた。

小田原市からは後期高齢者医療制度について、

「新制度がまとめられようとしているが、現在で

も厳しい財政のなか、国保負担が大きくなれば市

民負担増につながる恐れがある」「地方の財政力

によって医療・福祉分野に差が出ていてよくない。

まず国の制度で小学校入学まで医療費無償化を実

現してほしい」との要望がありました。

これに対して田村氏は「生存権にかかわること

は国の責任で行うべきこと。地方議会からも一緒

に国へ声をあげていきましょう」とこたえました。

日
本
共
産
党
の

無
料
法
律
相
談

担
当
弁
護
士

岡
村
三
穂

８
月
３
日
（
火
）

次
回９

月
７
日
（
火
）

午
後
一
時
よ
り

※
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談

さ
れ
る
方
は
、
関
野
、
原
田
、

田
中
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

法律相談・市政・生活相談は
下記へご連絡ください

℡/Fax 住所
関野たかし ４２－０３１６ 曽我岸９０

原田としじ ４８－４９３１ 南鴨宮２-２４-１４

田中りえ子 ３５－５３８９ 扇町１-６-２

（市役所 市議団控室 ３３ー１７８９）

Ｅメール（代表） tanakarieko@nifty.com

「市民の声」を議会で発言
みなさんから寄せられた要望を、市議会の本会

議や常任委員会で発言。また予算特別委員会や常

任委員会での予算の審議や議案の審議で、市民の

立場から良いものはよい、悪いものはわるいと議

論し意見を述べています。

「要望をまとめ」市と交渉
みなさんから寄せられた要望を市に伝え、ご一

緒に解決しています。

「市政を市民に報告」
市議会での問題や内容を議会報告紙「新おだわ

ら」「市議団ホームページ」等でお知らせしてい

ます。また「市政報告・懇談会」などを行い、市

民の声をいつでも、どこでも聞いています。

「市民の運動と結んで要求実現へ」
みなさんと「小田原駅前タワービル問題」「ボー

トピア」「教科書問題」「城下町ホールの見直し」

など、ご一緒に取りくみ、他会派の議員とも一致

した要求で協力し合っています。

また憲法を守るため「９条の会」や革新懇運動

にも取りくんでいます。

市政の変化・前進
日本共産党小田原市議団は、小澤市政時代には

唯一の野党として「大型開発優先の市政から、く

らし・福祉優先の市政」をと、１２年以上前から

市議会で提案してきました。そして一昨年５月の

市長選では「お城通り地区再開発事業」「城下町

ホール」の２大事業が最大の争点となり、白紙撤

回を訴えた加藤市長が誕生しました。

◇子育て・教育
○放課後児童クラブを全小学校区に実現、大き

なクラブの分割

○全小・中学校等の校舎等の耐震補強工事の完

了

○小・中学校の校舎リニュアル調査研究の促進、

校舎の改築促進

○中学校普通教室に暖房機を、保健室にエアコ

ンを設置促進

○小学校１、２年の３５人以下学級と、スタディ・

サポート・スタッフ事業の促進

◇医療
○小学校就学前までの医療費無料化を促進

（所得制限付）

○介護保険料の減免

○市立病院の市からの財政援助拡大

◇市民討議と発意のまちづくり
○大型開発事業の見直し

・お城通り地区再開発事業

・城下町ホールの見直しと市民討議

○レインボーヒルズ構想の取りやめ

○国府津駅などのバリアフリーの促進

○震災対策の強化、断層等地下調査の促進など

○ゴミの減量化と資源化の促進

○関口川、下菊川、狩川などの水害対策の促進

◇平和を守り、住民が主人公の行政へ
○平和都市宣言にもとづく平和施策

○国の強制的な市町村合併に反対

○行政経営担当顧問制度の廃止

◇議会・監査
○海外視察の凍結

○議長任期は申し合わせで１年を２年に

日本共産党３名の議員が反対した理由は、①市

民生活が大変な今値上げすべきではない、②一般

家庭の改定率が最も高く納得がいかない、③使用

料の対象経費に汚水施設の建設費用を含むべきで

はない、ということです。

平成22年度予算は大きく税収減となっています

が、裏を返せば市民生活の大変さを物語っていま

す。６月定例会に改定案に異議を唱える「下水道

使用料改定に関する陳情」が提出され、そこには

経営体力の弱い零細企業が多くなっている。保護

育成する施策を実施してもらいたいなどとありま

した。したがってこの陳情には賛成しましたが、

市民生活の苦しい時に公共料金の値上げはするべ

きではありません。

今回の改定案は平均改定率が11.98％。しかし、

一般家庭がよく使用するところは18.7％と最も高

く、大口使用に近づくほど低く設定されています。

一般家庭や零細企業になればなるほど改定率が高

くなるというのは納得できることではありません。

下水道の整備はガスや水道電気と同じように重

要なインフラ整備です。したがって、使用料の対

象となる経費に、維持管理費を含むのはいいとし

ても汚水施設に係わる建設費用は本来国と自治体

が責任を持って負担すべきで、使用料の対象経費

に含むべきではありません。また

必要な経費は住民の負担とならな

いよう一般会計からの繰り入れを

すべきです。


